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第 78期第 1回男女共同参画推進委員会議事録 

  

日 時: 2022 年 4 月 26 日（火）15：00～16：30 

場 所: オンライン会議（Zoom） 

出席予定： 門（委員長）、肥山（副委員長）、板橋（途中退席）、岩崎、大畠、小林、所、 

野中、濱口、溝川（以上委員） 

      服部、中本、（以上オブザーバー） 

       見供、宮野（事務局） 

欠席予定：永江、板倉、野尻、市川 

     以上敬称略 

 

＜配布資料＞ 

1.前回議事録 

2-1.第 76 期男女共同参画推進委員会委員名簿 

2-2.男女共同参画推進委員会年間スケジュール 

2-3.学協会連絡会リエゾンメール受信者リスト 

3. 夏学 2022 実施要項 

4.配布資料なし（大畠先生より当日画面共有予定） 

 

 

【議事】 

1.前回議事録確認 

前回議事録について確認がされた。 

 

 

2.第 78 期男女共同参画推進委員会委員 

  ・自己紹介 

自己紹介がされた。 

 

 ・担当決め 

前期担当委員より各役割の概要説明がなされ、以下の通り決定した。 

この概要説明の一部として、議題 3、4も行われた。 

 

＜男女共同参画学協会連絡会＞ 

小林夏野、所裕子、濱口幸一 

※佐野幸恵（前期委員。今期は学協会連絡会の個人会員としてアンケート報告書 WG へ
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参加） 

 

＜関西科学塾＞ 

前期担当者不在で詳細が不明のためペンディング。門先生と市川先生で相談予定。 

 

＜女子高生夏の学校＞ 

門信一郎、溝川貴司、服部 梓（運営）、中本有紀（運営） 

 

＜日物応物連絡会＞ 

野中千穂、市川温子、濱口幸一、門信一郎、肥山詠美子、板倉明子、小林夏野 

 

＜大会 託児室＞ 

板橋健太、大畠悟郎 

 

＜大会 ランチョンミーティング＞ 

大畠悟郎、岩崎 昌子 

 

＜HP/広報＞ 

  板橋健太 

 

3. 女子中高生夏の学校 2022 現状報告（中本先生） 

 資料に沿って、2022年 8 月 7 日(日）～8月 8日（月）にオンラインで開催されること

が報告された。日本物理学会には後援依頼が届いており、5 月理事会にて承認予定であ

る。 

 

4. 今後のランチョンミーティングについて（大畠先生） 

 画面共有資料に沿って、ランチョンミーティングの今までの開催状況が説明され、今後

のランチョンミーティングについて以下の意見交換がなされた。2023 年 3 月の春季大会

（オンライン開催）で、新たな開催形式を試みることを検討していくこととなった。 

 

・2023 年は 3 月はオンライン開催の春季大会、9 月がオンサイト開催の年次大会となる予

定。ランチョンミーティングの開催はどうするべきか。 

テーマは、2022 年案の以下を引き続き検討してみても良いのではないか。 

1)ロールモデル（夫婦（パートナー）で共に研究者 をされている話） 

2)在宅勤務と男女共同参画（野尻先生がアンケートまとめておられる） 

3)開催地（大学）での男女共同参画の取り組み（当事者の話も） 
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4)教育のどの段階で男女差が生まれるか，横山（広美）先生がアンケートを出されて

いる。横山先生かその共同研究者のお話を聞く（市川先生より） 

 

＊最近の記事 

「生徒の３分の２が理系」という女子校が崩す、親世代の“思い込み” 男子ばかり

の理系、背景にあるジェンダーバイアス ｜ 47NEWS  

https://nordot.app/882498015294373888?c=39546741839462401 

 

 

→昨年はオンライン開催を困難と判断し実施しなかった。2023 年 3 月の大会がオンラ

イン開催に決定しているのであれば、今期の委員会ではランチョンミーティングを実

施するタイミングがないのではないか。 

 

→委員の中にランチョンミーティング開催の経験者がいなくなる。オンラインでも開

催をしてみてはどうか。 

今後、ランチを食べながら意見交換という形式ができるのか、という懸念点もある

ため、オンライン開催に挑戦することに意味はあるのではないか。 

 

→過去にオンライン開催をした際は式次第通りに講演者が順に話をして終了時間に

なってしまい、意見交換を活発に行うミーティングにはならなかった。また、オン

サイトよりも意見を言いづらい雰囲気はあったかもしれない。 

 

→投票形式、チャットの利用など、やり方も変えていくのはどうか。ターゲットの

若者は、チャットなどのほうが参加してくれる。 

案１）講演形式をやめて、司会のみを配置し、チャットで意見交換を行う。 

案２）「スライド」の利用。匿名のためチャットよりもさらに書き込みやす

い。ただし、荒れる危険性がある。 

案３）「スライド」利用での荒れについては、慣れている方に司会を担当し

ていただく、アンケート機能を使って進行していく、などで対応でき

るのではないか。 

案４）「コメントスクリーン」の利用。 

 

5.その他 

 託児室の事務局担当職員が山口から佐藤になったことが報告された。 

 次回、委員会開催は 9月予定であることが確認された。 

以上 


